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概算数量設計発注方式の試行について 

 

１ 目的 

本市における水道管の更新・耐震化については、鋳鉄管路延長の１．０%を毎年

更新する計画で工事を発注していますが、担当する職員数の減少や対応すべき

業務の多様化などで一人当たりの業務量が増加し、目標値を達成することが困

難な状況となっています。 

そこで、地元工事業者の能力を活用し、設計積算業務の軽減を図りながら持続

的な管路更新を実施することを目的として、全国的にも採用が取り入れられて

いる概算数量設計発注方式の試行を行うものです。 

 

２ 試行時期 

令和６年度に試行的に本方式にて１～２件程度発注します。 

 

３ 概算数量設計発注方式とは 

これまで発注者が作成していた関係機関協議及び詳細設計図面を省略し、概算

数量設計にて積算し、発注します。契約後、受注者が関係機関協議及び詳細設計

を行い、発注者の承諾により工事を実施するものです。 

 

４ 業務の主な流れ 
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５ 期待される効果 

【発注者側】 

・詳細設計図面等を省略し、設計積算業務を迅速化及び省力化することがで

きます。 

・工事の早期発注及びスピードアップを図ることができます。 

【受注者側】 

・詳細設計の作成期間を準備期間にあてることで、契約から現場着手まで受

注者の裁量度が増し、資機材や労務者の手配に余裕ができます。 

 

６ 実施要領 

・工事の入札は、従来の入札制度で実施します。 

・工事の発注規模は、口径３００粍以下とし、水管橋や推進工事等の特殊設

計を必要としないものとします。 

・試行の効果確認として、工事受注者にアンケート調査を実施する予定です。 

 

７ 今後の予定 

概算数量設計発注方式の試行に係る今後の予定としては、以下のとおりです。 

・令和６年度上半期 試行発注を実施 

・令和６年度下半期 試行工事の完成と効果確認 

令和７年度以降は、本方式の効果確認を行ったうえで段階的に本方式の発注を

増やす予定です。 


